
高麗郷短信

HANNO

HIDAKA

　
　

巾
着
田

の
ど
か
な
田
園
風
景
、
郷
愁
の
高
麗
郷

「
高
麗
」
の
名
に
幾
千
年
の
夢
を
追
う

淡
紅
色
に
染
ま
る
レ
ン
ゲ
野
は
原
風
景

静
寂
な
川
辺
に
響
く
カ
ジ
カ
の
鳴
き
声

雲
雀
さ
え
ず
る
天
空
ど
こ
ま
で
も
青
く

小
川
の
せ
せ
ら
ぎ
小
ブ
ナ
の
群
れ
幾
つ

万
緑
映
え
る
早
苗
田
に
農
夫
の
影
一
人

ホ
タ
ル
舞
う
夕
べ
は
幼
き
昔
の
思
い
出

彼
岸
の
散
策
路
に
百
万
本
の
曼
珠
沙
華

秋
風
に
乗
る
赤
ト
ン
ボ
黄
金
色
の
稲
穂

朝
靄
の
雑
木
林
に
野
鳥
達
の
さ
え
ず
り

新
雪
の
日
和
田
山
古
里
に
向
っ
て
立
つ

清
流
の
宝
石
カ
ワ
セ
ミ
の
棲
む
高
麗
川

自
然
と
心
の
オ
ア
シ
ス
空
間
、
巾
着
田

　
　
　
　

高
麗
郷
土
舎　

加
藤　

英
雄








